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令和３年度 第２回 鴨庄小学校学校運営協議会 

令和 2年 8月 6日 13：30～ 

場所：鴨庄小学校 

 

開会 13：30 

１ 開会 

   委員長 あいさつ 

        CSのあるべき姿は、どのような子どもを育てるのかというビジョンを、

地域・学校・家庭が共有することであり、様々な場面で様々な立場から子

どもにかかわることのできる地域でありたい。子どもを育てることは、す

なわち、持続可能な地域を作っていくことになる。 

   学校長 学校の近況報告 

        ７月・夏休み中の、ホームページの画像を紹介し、近況報告。 

       吉見伝左衛門氏の地域教材が、児童の考え方や生き方に影響を与えてい 

る。４年生のふるさと学を、教職員で再確認し、今後も残っていく学習に

形を整えていくために、神池の現地研修を行った。 

 

２ 鴨庄っ子応援事業について 

    

  （１）コミスクだより第 1号  

       別紙 地域学習支援者の氏名を掲載のこと。 

（２）夏休みに事業について 

・サマースクール鴨庄の実施  

  8月 2日（火）竹工作 児童 13名・支援者 5名 

  8月 10日（火）額作り 児童 10名・支援者 5名 

    ・経験のないノミや小刀、錐、電動ドリルなどを、補助をしてもらい 

ながら使い、竹とんぼ・けん玉・水鉄砲を作った。工具や竹の感触な

ど、経験してこそわかる知識や、物作りの喜びを味わわすことができ

た。学習会とはまた違った良さがあった。 

    ・子どもの試行錯誤を、ゆとりを持って見守る支援者の姿があった。 

    ・子どもも地域の大人を知り、大人も子どもを知っていく機会になって

いる。 

委員長 ：高見豊 地域住民，学校支援コーディネーター 

副委員長：永井登 地域住民，自治振興会副会長兼事務局 

委員（五十音順，敬称略） 

 荻野初美   地域住民 

荻野拓司   地域住民 

木寺章    地域住民，自治振興会長 

古谷典子   地域住民 

吉住成徳   地域住民 

吉見信子   地域住民 

 

 

 

小林正欣   丹波警察上牧駐在員 

尾松伸一   保護者PTA会長 

高見忠寿   保護者PTA副会長 

阪谷詩衣菜  保護者PTA補体部長 

古谷洋平   保護者PTA総務部長 

内田順子   校長 

芦田繁昭   教頭 
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     ・いこいのサロンと私の作品展 8月 22日（日） 

       蔓延防止対策のため延期 

       児童作品 搬入教職員（8／19）    長机 6～8台使用 

            搬出教職員（8／27） 

       太鼓   搬入 

            搬出 

  （３）本年度の事業について 

      ・子どもの主体性を育むために、子どもの意見を吸い上げるという意見も出

されたが、CSの目下の目標である、「地域・学校・家庭の３者が一体とな

って、地域づくり＝子どもの育成にかかわっていくこと」の啓発となるよ

うな事業を実施する方向に決まった。 

      ・昨年度のイルミネーション事業は、多くの方の目にとまり、世代を超えて

気持ちを共有することができていた。 

      ・卒業式の「幸せの鐘」は、地域の発想で地域が行った取組であるが、どう

いう形で続けていくのが良いか検討したい。 

      ・地域が行う、子どもを巻き込んだ行事には、「学校運営協議会」も名前を連

ね、PTAやその他の関係組織が、様々な形で行事の支援に加われるように

なれば理想的である。 

      ・次回の委員会にて、詳細を決定する。 

        

  （４）その他 

 

３ 統合準備委員より  

  第２回委員会の報告  

    ・学校は、複式学級や、学級における男女比のバランス、教職員の定員などの観点から、

早期の段階的（部分）統合を希望している。 

・少人数のよさはあるものの、多くの価値観や多様性の中で、子どもの育成が行われる方

が理想的である。 

    ・保護者は、おおむね統合に賛成であると感じている。今後、統合の時期や形の検討に入

っていくタイミングで保護者の意見も吸い上げていきたい。 

    ・統合が進まないことにより、鴨庄へ戻ってこない事例も少なくない。統合は、むしろ鴨

庄に戻ってくる人を増やす結果になるとも考えられる。 

    ・地域に小学校を置いておきたいという思いは、地域住民の誰もが思っていることである

が、多くの中で切磋琢磨して育っていってほしいという思いを、鴨庄地域は優先させる

ことを選んでいる。むしろ、まだ進まないのかという思いさえある。 

    ・統合を児童数の減少という理由だけで進めるのではなく、統合するメリットを生み出し

てほしい。例えば、幼少連携（こども園と小学校）を先進的に進め、小１ギャップを減

らし、早期の個々に応じた教育が推進されるといった良さを内外にアピールしていくべ

きである。そのためにも、統合の全体像が見えるようにしなければならない。 

    ・統合を見据えて、自己主張のできる子どもを育成していきたい。 

 

４ その他 

   ・南端線の交通量が、バイパスができたにもかかわらず、減っていないことから、
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通学路の安全面で心配する声が多い。児童は、笛や旗を上手に使用し、他校に類

を見ないほど交通安全に気を配っているが、車の過失は避けられない。通行を控

えるよう看板で要請するなどの案も浮上している。 

      

５ 連絡依頼事項 

第３回学校運営協議会の日程調整 日時：１１月２０日（土）開始時刻未定   

   再調整 

場所：鴨庄小学校 

６ 閉会（副委員長） 

    学校運営協議会は、学校と地域をつなぐものでありたい。CSの考え方や、統合の

進捗状況についても、地域住民から聞かれたときには答えられるように関心を持っ

てかかわっていってほしい。 


